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配管ホース切り工程におけるホース切り間違いの撲滅

当社は社祖・豊田佐吉が発明したG型自動織機を製造するため

愛知県刈谷市に設立され、現在では県内11の拠点で

産業車両・自動車部品など様々な事業を展開しています

わたしたちが所属する繊維機械事業部では糸を紡ぐ紡機と

布を織る織機の製造から販売を一貫して行っています

2022年度の組方針で品質の完成機不良の課題について目標を達成したが、2023年度で

は組方針で掲げられている後工程不良の目標が未達になりました。

後工程不良発生状況を確認したところ目標を未達で尚増加傾向に推移して

いる。

また、その時期の生産動向について確認したところ仕様変化が多い状況でした。

JAサブちゃんサークルは11名で構成、重点思考で活動・誰がやっても同じ様に良品が出来る工

程づくりをモットーに日々活動.サークルレベルは現在Cランク。サークルの弱みをメンバーで助けな

がら時間を捻出し、勉強会や他の組の先輩の知見を借りながら活動しBランク入りを目指しまし

た。

私たちJAサブちゃんサークルは製造課の組み立ての織前サ

ブ組立を担当しております。

メンバー全員で問題点・困りごとについて話し合いました、すると安全・品質・生産の内容で5

件の問題点・困りごとは発覚しました。

さらに、その中で、今すぐにどれをやらないといけないかを評価した結果、配管工程のホース切り

作業の不具合多発が評価点が高いことが

判明しました又、2024年度4月よりJAT810からJAT910にモデルチェンジがされることにより

配管系の組付け方法が大きく変化します。
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配管工程の工程内不良にどのような不良が出ているか調査することにしました。

ホースの⾧さ間違いが全体の43％を占めて発生していることがわかり、メンバーに確認すると「切

るホースが多い」、「仕様が多すぎて覚えきれない」、「どこを見て切れば良いかわからない」の声が

あがり、実際に調査することにしまた。

配管ホースとは織物を織る為に必要な緯糸は飛ばす機能に携わっており、人に例えると人の血

管と同じで血流が良くないと体調を崩す、

配管ホースも不良を出すとエアーで緯糸が上手く飛ばなくなり織物品質に影響を及ぼす大事な

役割をしている部位です。

配管ホースには色数仕様とオプションがあり、さまざまな組み合わせで1000通りの組み合わせ

があります。
色数とは?わからないメンバーもいましたので製品勉強会を提案実施!

色数とはヨコ糸を飛ばす本数の事を言い色数が増えれば一度に飛ばせる糸の数が増えそれだ

け色々な柄の布が織れます。色数が多ければその分ヨコ糸を飛ばす装置の数も増えそれにつ

ながる配管ホースも増えます

現状把握 ４M調査を実施。まずは人で確認、誰がやっても⾧さ間違いをおこし、各種のホー

スで発生している。

配管ホース作業の流れですが配管置場よりホースを伸ばし寸法を測り決まった⾧さで切ります、

そのあと一台分にセットして後工程のメインラインに供給されます。供給された配管はメインライ

ンで主に機台左側面に組付けされます。

方法を確認したところホースを切る手順でホース⾧さ合わせながらチューブカッターを0に合わせて切

るので位置ずれを起こしやすく⾧さ間違いが

起きてしまう。

次に部品の配管ホースを確認。色が7種類、太さが4種類で計11種類のホースがあり、ホース

ロールで納入され、そこから切り出している。



要因①手順が決まっていないの検証どのホースから順番に切っていくかは作業者任せになってお

り、作業手順がバラバラのため⾧さ間違いに気づかないのではないか?と仮説を立て作業観察

実際どのホースを切っているのかわからなくなり⾧さを切り間違えてしまっていた。対策が必要!

４Mで現状把握を行った結果から配管ホース⾧さを切り間違えるを特性として要因解析を実

施することとしました。
設備ではチェックシートや指示書を確認。情報が点在しており見る箇所が多く、作業者泣

かせの工程になっている。

【配管ホース⾧さ切り間違いが起こる】を特性に特性要因図を作成。

要因の洗い出しは、【４M】で実施。メンバーで重み付けを行い、方法から『手順が決まっていな

い』、作業者から『他のところを意識しながら切っている.設備から『色々な所にホースを切る為の

表がある』の３つを重要要因とし、検証することにしました

目標の設定 2023年7月～9月のホース切り間違いを2024年3月までに撲滅を目標に活動

活動の根拠としてメンバーの困りごとの解消につながり上位方針にも貢献ができる為です。活動

計画は若手を中心に担当リーダーに活動しみんなでサポートし最後まで活動しました。

対策の検討

対策の立案をメンバー全員で行い、重みづけをして優先順位を決めました。

要因③色々な所にホースを切るための表があるの検証、シート内の確認する情報が多く、その

シート多く貼付けてあり、貼付け位置も上下、左右様々で作業者が確認するのに視線が忙しい

くそのことにより見間違いに繋がっているのではないか?仮説を立て確認。見るシート位置が上下

左右様々で情報の見間違いも起きやすくなっている。対策が必要

要因②他の所をいしきしながら切っているの検証ホースの⾧さを合わせる手を見ており、ハサミの

位置がズレてホースの⾧さ間違いに繋がっているのではないか?仮説を立て確認。指示で⾧さ

も確認しながら作業しないといけない為⾧さを切り間違いが起きやすい環境になっている為。対

策が必要!



効果の確認、ホース切り間違い工程内不良件数も対策を実施していき撲滅を達成。表示の

見やすさや作業手順表示の対策の不随効果として教え込み期間が10日かかっていたのが対

策後は3日に短縮することができ

一人の教え込みに対し17万1325円の効果がありました。

作成した表を目線の高さに統一し直線で確認できるように表の位置を変更し作業者に作

業してもらい見やすさを確認してもらったところ「考える必要がなくなった」「やりやすかった」と効

果があった。

対策１まずは一目でわかる表を作成

他の組の先輩方にもアドバイスをもらいながらメンバーで調べ装置ごとに表を作成。チェック

シートも記号化しシンプルにして分かりやすくなりました。

立案した対策を実施計画を立て進めていきました。

対策３確認しなくても切れるように固定チューブカッターに変更で固定のチューブカッターを設置、

安全カバーも取付安全面も確認。

ﾎｰｽ⾧のみ確認すればよくなり、ホースの⾧さ切り間違いが無くなった

対策２でみんながおなじ手順で変わらないように表示するで各作業のポイントに手順No指示

を表示して手順を守れる環境にした。

作業観察をして手順違いがないか確認したが手順違いはなくなった。

活動後のサークルレベル

メンバーで協力して着実に活動ができ、弱みを伸ばすことができた。

サークルレベルも目標であったBランクとなり活動をやりきることができた。

標準化と管理の定着

５W1Hの視点で実施事項を明確にして管理を行っております。


